
平成30年度  白神森林組合  安全衛生大会

CONTENTS
本・支所名 電 話 番 号

本　　　 所 0185−54−9300

能 代 支 所 0185−54−7402

八 峰 支 所 0185−77−2132

三 種 支 所 0185−84−2030

藤 里 支 所 0185−79−1562

二ツ井支所 0185−73−2938

木材流通センター 0185−59−2605

二ツ井加工場 0185−73−5818

白 神 森 林 組 合

講　師　林業木材製造業労働災害防止協会
　　　　東北地区担当　安全管理士　斎　藤　文　彦 氏

Ｐ９………木材共販結果・市況動向

Ｐ２………総代会〜あいさつ

Ｐ３………総代会〜事業報告

Ｐ４………総代会〜事業計画

Ｐ５………総代会〜損益計画書・計画，外

Ｐ６………地区座談会

Ｐ８………森林環境税と森林環境譲与税の創設

Ｐ10………林業コンクール・組合員へのお知らせ

■発行／白神森林組合 〒016－0814
能代市能代町字中川原33－45

Te l . 0185－54－9300　 E－mail : shirakami@shiramori.or.jp
Fax . 0185－54－9302　 HPアドレス　http : //www.shiramori.or.jp/

Vol .36
2018.7だより



　第24回通常総代会は５月29日、能代市元町のキャッスルホテル
能代で、総代181名の出席（本人出席104名、書面議決76名、委任
出席１名）を得て開催されました。
　議事に先立ち、金野組合長が挨拶をした後、来賓を代表して、能
代市鈴木一眞副市長、山本地域振興局皆川知農林部長、米代西部森
林管理署新屋敷哲也署長、秋田県森林組合連合会小野秀廣販売課長
の４氏からご祝辞を賜りました。
　議長には粕毛、大沢地区の加藤正徳氏が選出され、全ての提出議
案が満場一致で原案通り可決承認されました。

　

我
が
国
の
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ 

ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
強
硬
な
発
言
に
よ
り
、
一
喜
一

憂
、
あ
る
い
は
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
も
、

輸
出
産
業
を
始
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事

業
、
あ
る
い
は
、
公
共
事
業
が
全
体
の
経
済

を
引
っ
張
る
形
で
、
我
々
中
小
企
業
に
と
っ

て
も
、
い
く
ら
か
明
る
い
兆
し
が
、
出
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
木
材
・
製
材
業
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
ま
だ
、
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
背
景
の
も
と
、
平
成
二
十

九
年
度
事
業
も
、
先
般
、
計
画
ど
お
り
無
事

終
了
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
事
業
総
収
益
で 

八
億
二
千

八
〇
〇
万
円
、
税
引
前
利
益 
五
千
七
五
〇

万
円
を
、
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
総
代
の
皆
様
、
組
合

員
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
指

導
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
昨
年
度
に
続
い
て
平
成
二

十
九
年
度
も
、
組
合
員
の
皆
様
に
対
し
て
、

一
％
の
出
資
配
当
を
提
案
し
ま
す
の
で
、
何

卒
、
ご
承
認
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
三
十
年
度
の
概
要
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
組
合
の
機
構
改
革
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
場
作
業
員
を
今
年
度
か
ら
改
め
、
技
能

職
員
と
名
称
を
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

又
、
こ
れ
ま
で
、
祝
祭
日
に
つ
い
て
は
、
職

員
・
技
能
職
員
と
も
に
出
勤
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
新
年
度
か
ら
は
こ
れ
を
改
め
、
全
職

員
祝
祭
日
を
休
日
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
技
能
職
員
の
賃
金
体
系
は
こ

れ
ま
で
の
日
給
月
給
制
を
、
正
職
員
と
同
じ

月
給
制
に
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
理

事
会
で
も
、
色
々
な
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た

が
、
我
々
森
林
組
合
と
し
て
も
、
待
遇
改
善

を
し
な
け
れ
ば
若
い
労
働
力
を
確
保
す
る
こ

と
は
困
難
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
ご
存
じ
の
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
国
で
は
林

業
、
成
長
産
業
化
と
い
う
こ
と
で
、
平
成

三
十
年
五
月
二
十
五
日
に
、
森
林
経
営
管
理

法
が
制
定
さ
れ
、
荒
れ
た
山
を
も
と
に
戻
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
、
森
林

環
境
税
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
制
定
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

譲
与
税
は
、
平
成
三
十
六
年
度
か
ら
始

ま
り
、
年
間
六
〇
〇
億
円
を
財
源
と
し
、

四
十
七
都
道
府
県
の
、
県
及
び
市
町
村
に
配

分
さ
れ
、
山
の
整
備
に
使
わ
れ
る
税
金
で
あ

り
ま
す
。
正
式
に
は
平
成
三
十
六
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
す
が
、
前
倒
し
を
行
い
、
平
成

三
十
一
年
度
か
ら
事
業
を
始
め
ま
す
。
秋
田

県
で
は
約
五
億
円
の
予
算
が
確
保
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
内
、
一
億
円
は
県
で
、
四
億
円
は
県

内
二
十
五
市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付

内
容
は
、
私
有
林
面
積
割
合
が
五
〇
％
、
人

口
割
合
が
三
〇
％
、
林
業
従
事
者
割
合
が

二
〇
％
で
配
布
さ
れ
、
市
町
村
自
ら
、
放
棄

さ
れ
て
い
る
山
の
手
入
れ
を
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
所
有
者
自
ら
管
理
出
来
る

人
を
除
い
て
は
市
町
村
で
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
意
向
調

査
が
今
年
度
早
け
れ
ば
、
秋
ご
ろ
か
ら
始
ま

る
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
藩
政
時
代
に 

佐
竹
藩
家
老 

澁
沢
政
光
の
言
葉
に
、「
国
の

宝
は
山
な
り
、
し
か
れ
ど
も
伐
り
つ
く
す
時

は
、
用
に
立
た
ず
、
尽
き
ざ
る
以
前
に
備
え

立
つ
べ
し
、
山
の
衰
え
は
即
ち
国
の
衰
え
な

り
。」
と
あ
り
ま
す
。

　

森
林
組
合
役
職
員
一
同
、
こ
の
精
神
に
基

づ
い
て
、
今
年
度
も
よ
り
良
い
山
づ
く
り
に

邁
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

挨拶をする金野組合長

議案に賛成挙手をする出席総代

第24回　通 常 総 代 会

代
表
理
事
組
合
長　

金　

野　

忠　

德

あ

い

さ

つ
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議長を務めた
粕毛、大沢地区の加藤正徳氏

　

平
成
二
十
九
年
度
は
「
平
成
三
十
年
度
与

党
税
制
改
正
大
綱
」
に
お
い
て
、
森
林
所
有

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
荒
廃

が
進
ん
だ
森
林
の
維
持
・
再
生
を
目
的
と
し

た
「
森
林
環
境
税
」
の
導
入
が
決
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
税
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
貴
重
な
森
林

資
源
を
守
り
育
ん
で
い
く
た
め
に
も
、
森
林

組
合
系
統
が
担
う
役
割
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
が
発

生
、
秋
田
県
に
お
い
て
も
二
度
に
わ
た
る
大

雨
に
よ
り
、
林
道
や
森
林
に
大
き
な
被
害
が

生
じ
た
ほ
か
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
鳥
獣
被
害
も
拡
大
す
る
な
ど
、
林
業
に

関
す
る
課
題
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

森
林
組
合
系
統
で
は
、
第
六
十
一
回
秋
田

県
森
林
組
合
大
会
に
お
い
て
、
系
統
運
動
で

あ
る
、J Forest

「
森
林
・
林
業
・
山
村
未

来
創
造
運
動
」
～
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地

域
を
創
る
～
を
展
開
す
る
た
め
、「
資
源
の

循
環
利
用
に
よ
る
林
業
の
成
長
産
業
化
の
実

現
」、「
原
木
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
」
を

決
議
し
、
併
せ
て
組
合
員
・
社
会
に
信
頼
さ

れ
る
開
か
れ
た
組
織
作
り
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
で
は
、
今
年
度
、「
施
業
集
約
化

に
よ
る
受
託
間
伐
事
業
の
推
進
」（
販
売
部

門
）、「
管
内
全
市
町
で
の
森
林
境
界
明
確
化

事
業
の
実
施
及
び
森
林
経
営
計
画
樹
立
面
積

の
拡
大
」（
森
林
整
備
部
門
）
の
二
項
目
を

重
点
項
目
と
し
て
、
又
、
県
北
地
区
森
林
・

林
業
活
性
化
協
議
会
に
参
画
し
、
原
木
の
新

た
な
販
路
開
拓
等
に
向
け
た
取
組
を
目
標
に

掲
げ
事
業
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
販
売
部
門
で
は
、
計

画
対
比
一
〇
二
％
の
四
九
四
、八
三
八
千
円

の
取
扱
高
で
、
そ
の
内
、
重
点
項
目
で
あ

る
「
施
業
集
約
化
に
よ
る
受
託
間
伐
事
業
の

推
進
」
に
つ
い
て
は
、
前
年
対
比
一
三
八
％

の
一
七
六
ha
を
集
約
化
し
、
搬
出
材
積
は

一
三
、二
六
二
㎥
の
実
績
で
し
た
。
又
、
同

部
門
に
関
連
し
た
「
原
木
の
販
路
拡
大
」
に

つ
い
て
は
、
中
国
へ
の
輸
出
材
が
約
七
、

三
〇
〇
㎥
と
大
幅
に
取
扱
高
を
伸
ば
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
部
門
に
つ
い
て
は
、
計
画
対
比

一
一
七
％
の
三
二
九
、二
四
九
千
円
の
取
扱

高
と
な
り
、
同
じ
く
重
点
項
目
で
あ
る
「
管

内
全
市
町
で
の
森
林
境
界
明
確
化
事
業
の

実
施
及
び
森
林
経
営
計
画
樹
立
面
積
の
拡

大
」
に
つ
い
て
は
、
境
界
明
確
化
は
、
今
年

度
九
八
ha
の
実
施
で
、
事
業
実
施
か
ら
通
算

三
三
三
ha
を
明
確
化
し
て
お
り
ま
す
。
森
林

経
営
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
新
規
で

三
〇
八
ha
、
変
更
で
一
、三
一
八
ha
の
面
積

増
と
な
り
、
通
算
で
一
三
、〇
四
二
ha
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
全
体
で
は
、
二
年
連
続
八
億
超
え
の

八
二
八
、〇
七
一
千
円
の
取
扱
高
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
二
期
連
続
で
の
出
資
配
当
を

提
案
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
大
き

な
要
因
は
、
国
・
県
・
市
町
等
の
施
策
と
歩

調
を
合
わ
せ
た
、
販
売
部
門
の
伸
び
が
大
き

く
、
特
に
、
組
合
員
所
有
森
林
の
搬
出
間
伐

及
び
素
材
生
産
に
よ
る
取
扱
高
の
伸
び
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
及
び
関
係
機
関
の
皆
様
か
ら
の
ご

指
導
、
ご
協
力
に
対
し
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
、
今
年
度
の
概
況
報
告
と
致
し
ま
す
。 沢山の来賓の皆様

組
合
の
主
要
な
事
業
活
動

議
案
第
一
号

平
成
二
十
九
年
度
業
務
報
告
書
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
書
の
決
定

に
つ
い
て

議
案
第
三
号

平
成
三
十
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
金
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

平
成
三
十
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度

に
つ
い
て

議
案
第
五
号

平
成
三
十
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

平
成
三
十
年
度
債
務
保
証
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

出
資
配
当
金
の
増
資
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
十
号

森
林
組
合
法
改
正
に
伴
う
森
林
経
営

事
業
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

森
林
経
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号

共
同
施
業
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

附
帯
決
議
事
項

提
出
議
案
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「
平
成
三
十
年
度
与
党
税
制
改
正
大
綱
」

に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
界
の
長
年
の
悲
願

で
あ
っ
た
「
森
林
環
境
税
」
及
び
「
森
林
環

境
譲
与
税
」
の
創
設
が
決
定
さ
れ
、
平
成

三
十
一
年
度
よ
り
、
市
町
村
が
実
施
す
る
、

荒
廃
が
進
ん
だ
森
林
の
維
持
再
生
の
た
め
の

間
伐
な
ど
へ
の
財
政
支
援
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
、
森
林
組
合
系
統
と
し
て
も
、「
意

欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
」
と
し
て
果

た
す
べ
き
役
割
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
豊
富
な

森
林
資
源
を
適
切
に
経
営
・
管
理
し
な
が

ら
林
業
の
成
長
産
業
化
へ
繋
げ
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
平
成
二
十
八
年
度

の
木
材
自
給
率
は
、
六
年
連
続
で
上
昇
し

三
四
・
八
％
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
流
れ

を
継
続
さ
せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
各
種
施
策

の
取
り
組
み
を
強
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　　

当
組
合
と
し
て
は
、
系
統
運
動J Forest

「
森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運
動
」
～

次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創
る
～ 

の

二
年
目
と
し
て
、
運
動
方
針
の
実
行
及
び
目

標
達
成
に
向
け
、
以
下
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

販
売
部
門
に
お
い
て
は
、「
施
業
集
約
化

に
よ
る
受
託
間
伐
事
業
の
推
進
」、「
皆
伐
再

造
林
の
推
進
」
の
二
項
目
を
重
点
項
目
と
し

て
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
一
班
体
制
で
あ
っ
た
林

産
班
の
増
員
を
図
る
と
同
時
に
、
高
性
能
林

業
機
械
の
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

　

森
林
整
備
部
門
で
は
、「
再
造
林
の
推
進
」、

「
境
界
明
確
化
の
推
進
」、「
森
林
経
営
計
画

面
積
の
拡
大
」
の
三
点
を
重
点
項
目
と
し
て

事
業
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

公
的
機
関
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
森
林
管

理
署
、
県
・
市
町
の
ほ
か
、
森
林
研
究
・
整

備
機
構
及
び
林
業
公
社
か
ら
の
森
林
整
備
事

業
及
び
木
材
の
買
取
等
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　

又
、「
労
働
災
害
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
安

全
衛
生
大
会
及
び
安
全
衛
生
委
員
会
の
ほ

か
、
現
地
安
全
指
導
を
実
施
す
る
等
、
林
業

労
働
災
害
防
止
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

本
年
も
、
管
内
地
域
発
展
に
貢
献
出
来
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆

平
成
三
十
年
度
　
事

業

計

画

森
林
整
備
部
門

　

森
林
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
益
的
機

能
を
発
揮
さ
せ
つ
つ
、
森
林
資
源
を
将
来
に

わ
た
り
継
続
的
に
造
成
・
利
用
す
る
た
め
の

再
造
林
を
図
る
た
め
、
低
密
度
植
栽
や
一
貫

作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
低
コ
ス
ト
施
業
等
を

推
進
し
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
森
林
所
有
者
に
対
す
る
主
伐
後
の

適
切
な
更
新
（
再
造
林
）
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

利
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
農
中
森
力
基
金

事
業
の
「
境
界
の
明
確
化
事
業
」
で
得
た
技

術
を
発
揮
し
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交

付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
放
置
さ
れ

て
い
る
森
林
の
施
業
集
約
化
を
進
め
、
経
営

計
画
を
作
成
し
、
施
業
実
施
に
繋
げ
ま
す
。

　

又
、
当
管
内
で
昨
年
度
大
幅
に
拡
大
し
た

「
ナ
ラ
枯
れ
」
に
つ
い
て
は
、
未
然
防
止
の

為
の
広
葉
樹
伐
採
（
更
新
伐
）
を
推
進
し
ま

す
。

様
か
ら
の
特
段
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

指
導
部
門

　

系
統
運
動
の
実
施
項
目
の
一
つ
で
あ
る
、

「
組
合
員
・
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た

組
織
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
組
合
員
に
対
し
、

組
合
の
経
営
状
況
及
び
森
林
情
報
を
的
確
に

報
告
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
組

合
員
研
修
会
と
地
区
座
談
会
の
充
実
」
を
今

年
度
の
重
点
項
目
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

販
売
部
門

　

重
点
項
目
で
あ
る
「
施
業
集
約
化
に
よ
る

受
託
間
伐
事
業
の
推
進
」
を
図
る
た
め
、
直

営
の
林
産
班
を
増
員
す
る
こ
と
で
事
業
量
拡

大
を
図
り
、
組
合
員
の
事
業
要
望
に
速
や
か

に
対
応
出
来
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

又
、
高
性
能
林
業
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

造
材
技
術
向
上
を
図
り
、
市
況
動
向
に
合
わ
せ

て
最
も
有
利
な
採
材
を
実
施
し
販
売
す
る
こ
と

で
、
組
合
員
へ
の
利
益
還
元
に
努
め
ま
す
。

加
工
部
門

　

昨
年
度
同
様
、
春
季
と
秋
季
の
季
節
限
定

操
業
で
の
缶
詰
等
委
託
加
工
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
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平成29年４月１日から平成30年３月31日まで（単位：千円）

（単位：千円）

※　次期繰越剰余金中、教育情報資金は、1,900千円である。

平成30年４月１日から平成31年３月31日まで（単位：千円）

（単位：人、口、千円）

（注意）端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。

平成29年度　損益計算書

平成29年度　剰余金処分案

平成30年度　損益計画

組合員数及び出資金（H30.3.31現在）

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益

1 事 業 総 収 益 828,071
2 事 業 総 費 用 662,690
事 業 総 利 益 165,381

Ⅱ 事　 業　 損　 益
1 人　 件　 費 85,708
2 旅 費 交 通 費 2,627  
3 事　 務　 費 1,040  
4 業　 務　 費 2,464
5 諸 税 負 担 金 3,133  
6 施　 設　 費 16,206   
7 雑　　　 費 1,129

事 業 管 理 費 計 112,307 
事 業 利 益 53,074  

Ⅲ 経　 常　 損　 益
1 事 業 外 収 益 5,513
2 事 業 外 費 用 877
事 業 外 損 益 4,635
経 常 利 益 57,709

Ⅳ 特　 別　 損　 益
1 特 別 利 益 0
2 特 別 損 失 165
特 別 損 益 ▲   　165

税 引 前 当 期 利 益 57,544
法人税、住民税及び事業税額 ▲ 21,000
当 期 剰 余 金 36,544
前 期 繰 越 剰 余 金 5,850
当 期 未 処 分 剰 余 金 42,394

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益

1 事 業 総 収 益 765,054
2 事 業 総 費 用 627,863
事 業 総 利 益 137,191

Ⅱ 事 業 損 益
1 人 件 費 85,576
2 旅 費 交 通 費 3,468
3 事 務 費 1,840
4 業 務 費 4,651
5 諸 税 負 担 金 4,602
6 施 設 費 19,765
7 雑 費 1,751

事 業 管 理 費 計 121,653
事 業 利 益 15,538

Ⅲ 経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 2,423
2 事 業 外 費 用 1,247
事 業 外 損 益 1,176
経 常 利 益 16,714

Ⅳ 特 別 損 益
1 特 別 利 益 0
2 特 別 損 失 0
特 別 損 益 0

税 引 前 当 期 利 益 16,714
法人税、住民税及び事業税額 ▲　8,850
当 期 剰 余 金 7,864
前 期 繰 越 剰 余 金 5,280
当 期 未 処 分 剰 余 金 13,144

科　　目 内　　訳 小　計 合　計

Ⅰ 当期未処分剰余金 当期剰余金 36,544
繰越剰余金 5,850 42,394

計 42,394
Ⅱ剰余金処分額 37,114

1 法定準備金 当期剰余金の5分の1以上 35,000
2 任意積立金
3 出資配当金 出資額の1％ 2,114
4 事業分量配当金

Ⅲ次期繰越剰余金 5,280

平成29年度

平成30年度

損 益 計 算 書
損　益　計　画

資格区分 組合員数 出資口数 出資金額

正 組 合 員 4,301 211,353 211,353

准 組 合 員 14 407 407

合　　計 4,315 211,760 211,760

口人 千円
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藤
里
地
区

藤
里
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー　

　

組
合
員
出
席
数
23
名

３月５日（月）Ｑ
山
林
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
に
不
安

を
感
じ
る
。
自
己
負
担
を
出
し
て
ま

で
植
栽
す
る
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
。

A
森
林
の
状
況
に
よ
っ
て
係
る
経
費
に

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
藤
里
町
で

は
、
町
独
自
で
負
担
金
の
半
分
を
助
成
し
て

お
り
ま
す
し
、
組
合
と
し
て
も
、
出
来
る
だ

け
自
己
負
担
を
少
な
く
す
る
よ
う
努
力
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
間
伐
し
補
助
金
を
利
用
す
る

こ
と
で
山
主
の
収
入
も
増
え
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
森
林
保
全
の
観
点
か
ら
も
、
伐
採
後

は
植
栽
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

二
ツ
井
地
区

二
ツ
井
公
民
館

　
　

組
合
員
出
席
数
20
名

非
組
合
員
出
席
数
１
名

３月６日（火）Ｑ
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、
市
町

が
間
伐
（
境
界
画
定
等
）
や
人
材
育

成
を
す
る
等
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
三
十

一
年
度
か
ら
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

A
市
町
の
考
え
方
に
よ
り
、
違
い
が
で

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
境
界
の
明
確

化
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

Ｑ
森
林
組
合
が
、
主
体
と
な
っ
て
や
る

べ
き
で
は
な
い
か
。 

A
国
か
ら
直
接
市
町
へ
譲
与
税
が
交
付

さ
れ
る
た
め
、
市
町
主
体
で
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
森
林
組
合
と
し
て
は
出
来

る
限
り
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
県
の
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
と
森
林

環
境
税
に
違
い
は
あ
る
の
か
。

A
実
施
内
容
に
重
複
す
る
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
今
後
調
整
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
種
地
区

三
種
支
所

　
　

組
合
員
出
席
数
10
名

３月７日（水）Ｑ
立
木
価
格
の
将
来
展
望
は
？

A
立
木
価
格
は
、
ピ
ー
ク
時
の
十
分
の

一
の
価
格
に
下
が
っ
て
お
り
、
今
後

急
激
に
価
格
回
復
す
る
と
は
考
え
に
く
い
状

況
で
す
。
そ
の
た
め
、
皆
伐
再
造
林
一
貫
作

業
や
施
業
集
約
化
、
路
網
整
備
等
の
推
進
に

よ
る
低
コ
ス
ト
作
業
の
実
現
に
よ
り
、
所
有

者
へ
の
還
元
金
を
増
や
す
努
力
を
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
申
請
は
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
の
か
。

A
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
現
場
を
確

認
致
し
ま
す
。

Ｑ
自
分
で
伐
採
し
た
場
合
は
、
補
助
対

象
に
な
る
の
か
。（
ナ
ラ
枯
れ
関
連
）

A
補
助
金
対
象
に
す
る
た
め
の
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
伐
採
を
す
る
前

に
ご
相
談
下
さ
い
。
補
助
の
内
容
は
、
森
林

組
合
経
由
で
、
一
㎥ 

三
、〇
〇
〇
円
の
補
助

で
す
の
で
、
所
有
者
に
と
っ
て
は
有
利
か
と

思
い
ま
す
。

　平成29年度地区座談会は平成30年３月５日から５日間の日程で藤里地
区を皮切りに全５地区で開催されました。ご多忙中の折、多数の組合員の
方々よりご参加いただき、誠にありがとうございました。
　全地域各座談会において秋田県森づくり推進課の職員及び各市町林務担
当職員の方々をアドバイザーとしてお招きし、アドバイスをいただきなが
ら、数多くのご質問・ご意見にお答えいただきました。
　頂戴したご質問やご意見等については、これからの森林組合運営に役立
てていく所存です。
　以下、各地区におけるご質問及び回答（要旨）を載せております。

地 区 座 談 会
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Ｑ
ナ
ラ
枯
れ
の
補
助
事
業
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

A
広
葉
樹
を
伐
採
す
る
更
新
伐
で
あ
れ

ば
、
お
お
む
ね
七
〇
％
以
上
の
伐
採

率
で
行
う
事
業
で
す
。

Ｑ
要
望
で
す
が
、
前
年
度
同
様
に
役
員

及
び
職
員
名
簿
を
座
談
会
資
料
に
つ

け
て
欲
し
い
。

A
来
年
度
か
ら
は
、
資
料
に
加
え
ま
す
。

能
代
地
区

能
代
工
業
団
地
交
流
会
館

組
合
員
出
席
数
23
名

非
組
合
員
出
席
数
１
名

３月８日（木）Ｑ
軽
自
動
車
が
、
や
っ
と
通
れ
る
道
路

し
か
な
い
た
め
山
の
手
入
れ
が
出
来

な
い
。
そ
の
た
め
、
倒
木
が
多
く
、
雨
が
降

る
と
土
砂
が
田
畑
に
流
出
し
迷
惑
を
か
け
て

い
る
状
況
な
の
で
、
対
策
し
て
も
ら
い
た
い
。

A
山
林
及
び
道
路
状
況
を
確
認
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、

林
業
専
用
道
を
作
設
で
き
る
か
県
と
も
相
談

し
、
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
ク
マ
被
害
か
ら
守
る
手
立
て
は
な
い

の
か
。

A
来
年
度
か
ら
、
県
の
森
づ
く
り
税
を

活
用
し
、
ク
マ
の
緩
衝
帯
を
設
け
る

事
業
が
あ
り
ま
す
。
通
学
路
等
を
重
点
的
に

手
入
れ
を
し
ま
す
。
も
し
、
希
望
す
る
地
区

が
あ
れ
ば
、
県
に
要
望
し
ま
す
の
で
ご
一
報

下
さ
い
。

Ｑ
伐
採
す
る
前
に
、
立
木
価
格
の
一
番

高
い
二
四
㎝
上
が
ど
の
く
ら
い
で
る

の
か
、
判
断
出
来
る
資
料
が
あ
れ
ば
ほ
し

い
。A

森
林
組
合
に
ご
相
談
下
さ
れ
ば
、
立

木
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
提
案
書

を
作
成
致
し
ま
す
。

Ｑ
他
県
で
は
、
補
助
金
を
利
用
し
て
木

材
輸
出
し
て
い
る
が
、
県
内
で
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
秋
田
県
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
県
北
地
区
森
林
林
業
活
性
化
協
議
会

が
主
体
と
な
っ
て
、
中
国
へ
の
木
材

輸
出
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
継
続

的
に
行
う
の
か
。

A
所
有
者
へ
の
還
元
金
を
考
え
た
有
利

販
売
を
実
施
す
る
上
で
、
今
後
も
輸

出
事
業
は
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。八

峰
地
区

八
峰
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

組
合
員
出
席
数
16
名

３月９日（金）Ｑ
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

森
林
環
境
譲
与
税
に
対
し
、
各
市
町

は
ど
ん
な
事
業
を
行
う
つ
も
り
で
い
る
の
か
。

A
境
界
を
は
っ
き
り
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分
で
手
入

れ
出
来
な
い
山
林
に
対
し
て
は
、
意
向
調
査

を
し
、
市
町
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
座
談
会
の
出
席
人
数
が
少
な
い
よ
う

だ
が
、
開
催
の
周
知
方
法
を
変
更
し

た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
？

A
今
回
の
周
知
は
、
従
来
の
全
組
合
員

へ
の
通
知
に
代
え
、
総
代
の
方
々
に

は
文
書
で
、
一
般
の
組
合
員
に
対
し
て
は
、

二
回
の
新
聞
広
告
で
対
応
致
し
ま
し
た
。
今

回
の
結
果
を
踏
ま
え
、
又
、
本
日
の
ご
意
見

を
参
考
に
し
、
次
回
以
降
の
運
営
に
活
か
し

ま
す
。

Ｑ
八
森
地
区
で
は
、
個
人
で
五
ha
以
上

の
山
林
を
所
有
し
て
い
る
人
は
少
な

い
。
小
面
積
を
所
有
し
て
い
る
個
人
の
山
林

を
集
約
化
し
、
町
か
ら
も
協
力
し
て
も
ら
い

組
合
員
の
利
益
拡
大
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

A
町
と
も
相
談
し
、
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。

Ｑ
八
峰
支
所
は
不
在
の
時
が
多
い
の
で

な
い
か
。

A
森
林
現
場
等
へ
出
向
き
不
在
時
が
多

く
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
座
談
会
の
ご
意
見
を
理
事
会
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
運
営
に
活
か
し
ま
す
。

Ｑ
今
現
在
、
主
伐
し
た
後
の
植
林
は
、

ど
の
く
ら
い
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
県
全
体
で
は
、
毎
年
、
一
、〇
〇
〇
ha

く
ら
い
主
伐
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
四
分
の
一
し
か
植
林
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

秋
田
県
で
は
三
年
前
か
ら
、
主
伐
か
ら
植

林
ま
で
の
一
貫
作
業
を
推
進
し
て
お
り
、
低

コ
ス
ト
事
業
を
目
指
し
、
所
有
者
の
負
担
を

少
な
く
す
る
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
中
国
へ
木
材
輸
出
し
て
い
る
が
制
限

は
あ
る
の
か
。

A
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
苗
木
の
需
要
は

あ
る
の
か
。

A
秋
田
県
内
で
は
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
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森林環境税（仮称）と

森林環境譲与税（仮称）の創設

新たな森林管理システム（案）の概要

林業経営の効率化及び森林の管理の適正化の一体的な促進を図るため、以下の新たな森林管理の仕組みを措置。
①森林所有者に適切な森林管理を促すため、森林管理の責務を明確化するとともに

②森林所有者自らが森林管理を実行できない場合に、市町村が森林管理の委託を受け意欲と能力のある林業経営者に再委託
する。

③再委託できない森林及び再委託に至るまでの間の森林においては、市町村が管理を行う。

※

適
切
な
森
林
管
理
の
責
務
を
明
確
化

適
時
の
伐
採
・
造
林
・
保
育
の
実
施

森林管理の委託

市
町
村

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

※所有者不明森林

等についても、一

定の手続きにより

委託ができるよう

特例を措置。

林業経営の再委託

林業経営に適した森林

自然的条件に照らして
林業経営に適さない

森林等

意欲と能力のある林業経営
者に林業経営を再委託

市町村による間伐等の管理
（市町村森林管理事業）

都
道
府
県

林業経営の
再委託を希
望する林業
を営む者を
募集・公表

支援措置

募集

公
　
表

信
用
基
金
に
よ
る
経
営
の
改
善
発
達
に
係
る
助
言
等

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
受
託
機
会
増
大
へ
の
配
慮

森
林
所
有
者

インターネットの利用等によ
り使途を公表

インターネットの利用等によ
り使途を公表

市　　町　　村

● 間伐（境界画定、路網の整備等を含む )

● 人材育成・担い手確保

● 木材利用促進、普及啓発 等

公益的機能の発揮

地球温暖化
防止機能

災害防止・
国土保全機能

水源涵養機能

都 道 府 県

市 町 村

平成 36 年度から施行 平成 31 年度から施行

国
税

個
人
住
民
税

均
等
割

賦
課
決
定

森林環境税（仮称）1,000 円 / 年
（賦課徴収は市町村が行う）

道府県民税 1,000 円 / 年

市町村民税 3,000 円 / 年

注：一部の団体においては超過課税が実施されている。

納税義務者 約 6.200 万人

森林環境譲与税（仮称）

私有林人工林面積（林野率により補正）、林業就業者数、
人口により按分

都　道　府　県

● 市町村の支援 等

交付税及び譲与税配付金特別会計

国

等

森林環境税（仮称）及び森林環境譲与税（仮称）の制度設計イメージ

森林整備等のために必要な費用を、国民一人一人が広く等しく負担を分任して森林を支える仕組み

１  

森
林
環
境
税
創
設
の
趣
旨

　

森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
や
、
災

害
防
止
、
国
土
保
全
、
水
源
涵
養
等
の
様
々

な
公
益
的
機
能
は
、
国
民
に
広
く
恩
恵
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
森
林
の
整
備
等

を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
国
土
や
国
民
の
命

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
森
林
整
備
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
所
有
者
の
経
営
意
欲
の
低
下
や
所
有
者

不
明
森
林
の
増
加
、
境
界
未
確
定
の
森
林
の

存
在
や
担
い
手
の
不
足
等
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
た
な
税
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状

認
識
の
下
、

①　

パ
リ
協
定
の
枠
組
み
の
下
に
お
け
る
わ

が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の

達
成
、
災
害
防
止
を
図
る
た
め
の
森
林
整

備
等
の
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る

観
点
か
ら
、

②　

森
林
現
場
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

現
場
に
最
も
近
い
市
町
村
が
主
体
と
な
っ

て
森
林
を
集
積
す
る
と
と
も
に
、
自
然
条

件
が
悪
い
森
林
に
つ
い
て
市
町
村
自
ら
が

管
理
を
行
う
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
」
を
創
設
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
民
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白神木材流通センター
木材共販結果及び市況動向

直近開催の木材共販結果　（第342回、入札日：平成30年６月１日）

木材流通センター主要規格材の平均販売単価推移
（昨年７月から本年６月まで）

★出品材積：1,238㎥ ★売払材積：1,238㎥

★販売金額：12,393千円 ★平均価格：10,004円／㎥

★共販参加者：11社 ★販売者：６社 ★販売率：100％

径級別単価の詳細

径級範囲
（㎝）

１㎥単価 石単価

安値 高値 平均 前月比 平均

10～ 14 ― 7,388 7,388 → 2,052

16～ 22 10,916 10,954 10,936 → 3,038

24～ 28 13,183 13,334 13,246 → 3,679

30～ 34 11,090 11,160 11,113 → 3,087

36～ 44 ― 8,280 8,280 → 2,300

46 ～

〈共販概況〉
１．価格状況：全体の平均販売単価は10,004円であった。主要４規格の「14㎝

下材」、「22㎝下材」、「28㎝下材」、「30㎝上材」の単価は３月の
入札以降横這いの状態がつづいている。

２．需要状況：量産工場が量をまとめ、落札率は100％であった。しかし、虫
害の時期に入ったため入札単価については弱含みな状態にあ
る。今後もこのような状態が続く見通しである。

３．入札状況：入札に付した21物件に11社が応札し、「落札」が21件、「不落」
が０件、「無応札」が０件であった。１物件当たりの平均応札
枚数は３枚であった。

（単位：円）

一
人
一
人
が
等
し
く
負
担
を
分
か
ち
合
っ

て
国
の
森
林
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
創

設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２  

税
の
仕
組
み

　

森
林
環
境
税
は
国
民
か
ら
税
を
い
た
だ
く

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
と
、
こ
れ
を
森
林
整

備
等
に
使
う
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
と

い
う
二
つ
の
税
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

３  

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

　

わ
が
国
の
森
林
、
特
に
人
工
林
は
、
資
源

が
充
実
し
主
伐
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
森
林
現
場
に
は
、
森
林
所
有
者
の

経
営
意
欲
の
低
下
等
の
課
題
が
あ
り
、
森
林

の
手
入
れ
や
木
材
生
産
が
十
分
に
な
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
林
野
庁
に

お
い
て
は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資

源
の
適
切
な
管
理
の
両
立
を
図
る
た
め
「
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
創
設
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
平
成
三
十
一
年
四
月
か
ら

の
施
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
森
林
環
境
税

は
、
こ
の
新
た
な
仕
組
み
の
創
設
を
踏
ま
え

て
創
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

新
た
な
仕
組
み
に
お
い
て
は
、

①　

森
林
所
有
者
に
適
切
な
森
林
管
理
を
促

す
た
め
、
適
時
に
伐
採
、
造
林
、
保
育
を

実
施
す
る
と
い
う
森
林
所
有
者
の
責
務
を

明
確
化
し
、

②　

森
林
所
有
者
自
ら
が
森
林
管
理
で
き
な

い
場
合
に
は
、
そ
の
森
林
を
市
町
村
に
委

ね
て
い
た
だ
き
、

③　

経
済
ベ
ー
ス
に
の
る
森
林
に
つ
い
て

は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
森
林
経
営
者
に

経
営
を
再
委
託
す
る
と
と
も
に
、

④　

自
然
的
条
件
か
ら
み
て
経
済
ベ
ー
ス
で

の
森
林
管
理
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
森
林

等
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
が
公
的
に
管
理

を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

素材規格径級範囲（㎝）： 24～2816～22 30～3410～14 平均単価

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

単位：円/㎥

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

6000
7000
8000
9000
10000
11000
12000
13000
14000
15000

11,605

12,618

13,631
12,955

13,246

11,113

10,936

7,388

11,109

10,858

7,581

11,911

11,516

7,632

11,810

10,970

7,322

11,142

10,162

7,614

11,605

12,618

13,631
12,955

13,246

11,113

10,936

7,388

11,109

10,858

7,581

11,911

11,516

7,632

11,810

10,970

7,322

11,142

10,162

7,614
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※毎年、候補地を探しております。自薦、他薦、問いませんのでご連絡を!!

二期連続の出資配当
　今年度も総代会において、全組合員に対し出資
金の１％の増資について承認をいただきました。
これも偏に支えて下さった組合の皆様のお陰と心
より感謝申し上げます。
　配当金は、出資予約預り金として積立て、一口
に達した分は、皆様の出資金として増口されます。
　組合員の皆様に送付しました『出資配当及び出
資金証明書』は大切に保管して下さい。

組合員変更等の届出
忘れていませんか？

※以上の各種手続きに関する届出用紙は、
本所・各支所にありますが、ご連絡いた
だければ用紙を送付いたします。

組合名義変更・組合員加入届・相続
加入届・組合員住所変更届は、随時
受付いたしております。

秋田県林業経営コンクール第52回

森
林
整
備
推
進
功
労
の
部

林
業
経
営
の
部

長
面
自
治
会

会
長　

赤
川
秀
悦
氏

〔
三
種
町
〕

佐
々
木
一
志
氏

〔
秋
田
市
〕

秋
田
県
知
事
感
謝
状

優
　
良
　
賞

（
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
長
賞
）

平成29年度  素材の流通状況県北地区  森林・林業活性化協議会

■木材センター　　■ 合板工場　　■ 輸出　　■ 火力混焼用チップ
■バイオ発電用チップ　　■ 広葉樹チップ

木材センター
17,152㎥
37％

合板工場
13,744㎥
30％

輸出
7,289㎥
16％

火力混焼用チップ
6,756㎥　14％

バイオ発電用チップ
784㎥　2％

広葉樹チップ
535㎥　1％

木材センター
17,152㎥
37％

合板工場
13,744㎥
30％

輸出
7,289㎥
16％

火力混焼用チップ
6,756㎥　14％

バイオ発電用チップ
784㎥　2％

広葉樹チップ
535㎥　1％

◆出荷先別割合（当組合取扱）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

４月 １月 ２月 ３月５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2,519
2,761

7,746

2,778
2,516

4,590

数量

◆平成29年度  能代港からの原木輸出実績
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